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サグリの土壌分析について
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約50万点（2006年）
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土壌分析のニーズ

土壌分析は施肥設計の変更や新たな栽培方法に切り替える際に重要な指標であり、これまでも日本全国
で実施されている

生産者

中山間地域のため、倒伏する箇所があり、肥料を減らしたい

自治体

JA

町で特色のある栽培を行っているため、土壌分析の結果を使
って町独自の栽培方法の優位性を伝えたい

有機肥料を活用した栽培体系に変更したい

県で土壌マップを作成し、土壌条件の把握をしたい

土壌分析で解決できることから幅広く
全国で土壌分析が行われている

出所：全国土の会「土壌診断分析研究会とは」

全国の土壌分析点数

正しい営農指導をするために土壌の状況を把握したい

肥料を購入していただくための根拠が必要

https://tsutinokai.co.jp/soil_research/
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サグリの広域土壌分析サービスの概要

弊社の広域土壌分析サービスによって、作物の生育状況・土壌養分の可視化や施肥改善をサポート

衛星データの取得と蓄積 衛星データの分析と提供

管理者

サグリ地球 JAXA
等

衛星

生産者

③産地の
栽培改善に活用

①AIによる衛星解析から
土壌分析を実施

②土壌分析結果をもとに
施肥改善のご提案
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サグリの土壌分析サービスの特徴について

衛星とAIを活用した土壌分析により、従来の一般および簡易的な土壌分析では不可能だった短時間での
分析結果の提供、圃場全体の可視化を実現

土壌分析のタイプ
(測定方法)

メリット デメリット

サグリ
(衛星とAI)

•分析結果を短時間で提供できる
•圃場の全体の状態がわかる

•地表の状態しかわからない
（作土層10cm程度まで）

•裸地しか分析できない
（果樹、施設園芸は分析不可）

一般
(機器)

•地表と地中の状態がわかる

•栽培中と裸地の分析ができる

•分析結果を短時間で提供できない
•圃場の一部の状態しかわからない

簡易
(試薬)

1

2
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従来の土壌分析との違い

従来の一般的な土壌分析とは分析方法が異なるため、分析結果の比較は弊社サービス内で行う必要が
ある

分析範囲 分析結果 土壌の深さ

サグリ
(衛星とAI)

一般
(機器)

および
簡易
(試薬)

地表のみ分析可能年間通しての結果

掘った箇所のみ分析可能取得した日付での結果圃場の一部を測定

圃場の全体を測定

作土層10cm程度まで
分析可能

11/1:
土壌
サンプリング

凡例 測定領域

処方箋
pH:6.5
…

11/1の
土壌
分析結果

土壌のポテンシャルを表示

地表

深くまで分析可能

地表
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短時間での分析結果の提供

サグリの土壌分析の活用により、広域で地域ごとの傾向値を把握することが可能

依頼～解決策提案まで

サグリ
(衛星とAI)

一般
(機器)

簡易
(試薬)

数分

一か月

数週間

必要時間 想定される工程

1. ポリゴンの登録
2. 衛星画像から解析開始
3. 分析結果を表示
4. 解決策を提案

土壌分析サービス導入後

1. 分析機関へ依頼
2. 土壌サンプリング
3. 分析センターにて土壌分析
4. 解決策を提案

1. 分析機関へ依頼
2. 土壌サンプリング
3. 担当者が土壌分析
4. 解決策を提案

広域で地域の傾向を把握
することが可能

手間がかかることや結果がすぐにわからない
ことから広域での分析には向いていない

1
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圃場全体の栄養素分布の測定

サグリの土壌分析で圃場全体を可視化することにより、直感的に圃場ごとの地力差を把握することが可能

pH CEC

全炭素可給態窒素

「サグリ」による土壌状態の可視化

2
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圃場全体の栄養素分布の測定

衛星データを取得した日付ごとに遡って、全ての農地のNDVIを確認することが可能なため、生育状況を一気に
確認できる

4月 ７月

２月９月

「サグリ」による植生(NDVI)の可視
化

2
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土壌分析の分析項目

サグリの土壌分析は簡易的な分析項目のpH、窒素だけでなく、石灰や苦土も測定可能

主な分析項目
一般的な
分析*1サグリ

簡易的な
分析*2

化学性

全窒素

石灰

苦土

pH

CEC

可給態窒素

全炭素

腐植

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

非対応

〇

〇

〇

出所：*1JA福山市、*2みどりくん
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国プロジェクトにおける弊社技術の採用実績

民間企業として唯一、次世代型土壌ICT開発に参画しており、国が開発した土壌インベントリーPROにお
いて、弊社の衛星による土壌解析技術が実装

出所：農研機構「イノベーション創出強化研究推進事業」

土壌
インベントリー

PRO

国プロ
事業概要

https://www.naro.go.jp/laboratory/brain/innovation/results/files/2023_results_ouyo-19.pdf
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群馬県での事例

ぐんまAgri × NETSUGEN 共創事業として弊社の土壌分析サービスを実証

出所：群馬県「ぐんまAgri × NETSUGEN 共創事業」

1. ぐんまAgri × NETSUGEN 共創事業として肥料価額高騰で必要とされる農地の土壌把握を、衛星データを活用した
解析技術で解決することを目指し、Sagriの土壌分析サービスの実証を行った

2. 検証内容は①土壌サンプリングとの精度検証②現地モデル作成による精度検証③化学肥料低減に向けた活用の
検討

3. 現地モデルを学習させることにより、より現地の実情にあった土壌分析モデル形成が可能となった

https://www.pref.gunma.jp/page/8934.html


02

サービスの提供について
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産地での活用について

弊社の土壌分析サービスは広域で土壌条件がわかることが強みのため、産地全体での施肥改善の取り組
みに貢献可能

生産者

生産者単独の利用だと自身の農地の地力が
高いのか低いのか判断がつきにくい

産地管理者

産地全体で取り組むことにより、地域内での
地力の過不足が判断しやすくなる

産地全体の収量・品質・食味の対策や肥料
の価格高騰対策として減肥など対応可能
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広域土壌分析サービスの活用によって解決できる課題

サグリの広域土壌分析サービスでは管内の圃場全ての土壌分析を確認することができ、県、市町村担当者と連
携し、より実態に沿った営農指導が可能

As-Is To-Be

土壌分析センター

生産者 土壌サンプル

分析点数が多く、結果を
返すまでに時間がかかる

同じタイミングで
土壌分析を依頼

生産者

サグリ

土壌分析結果提供

市担当者

土壌分析結果を
もとに営農指導

山地管理者

土壌分析依頼

県担当者

土壌分析結果相談

土壌分析結果を
もとに営農指導

土壌分析点数に限りがないため、より多くの生産者に土壌分析結果を使用した営農指導が可能に！土壌の分析依頼が重なることで、土壌分析センターの業務がひっ迫するため、分析点数に限りがある
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現地モデルを使った広域土壌分析サービスのご提案

より正確な土壌分析結果を提供するため、現地の状況に合わせたモデルの作成をご提案。長期的にモデル
状況を確認し、モデル更新の必要性を検討

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

現地モデルの作成

提供

市町村の
現地モデル

市町村の
現地モデル

土壌分析の活用

市町村の

土壌分析データ 過去の土壌分析データ

弊社による土壌サンプリング

パターン1

パターン2

産地管理者

提供データ

から

モデル作成

システムに

アクセス

生産者

土壌分析

結果の確認

営農指導

への活用

市町村の
現地モデル

モデルの更新頻度の検証

市町村の
現地モデル

市町村の
現地モデル

2年目

3年目

4年目

現地モデルの状況に応じて

更新のご提案

（経年劣化がなければ新規提案なし）

現地モデルの精度が経年劣化

していないかサグリで確認

提案内容（例）

更新に必要な
サンプリング点数見積もり

1

土壌サンプリングリソースの提供

2

最新のデータによるモデル更新

3
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提供サービスの作業工程例について

より高密度で高い正確度を実現する現地モデル作成のため、対象範囲の土壌サンプリングデータを取得

自
治
体
様

・検証項目や活用方法の協議
・圃場位置情報のSagriへの提供
※自治体様で管理されている圃
場ポリゴンデータの提供

・土壌サンプリング圃場地権者様
との調整

サ
グ
リ

4月～10月

・検証項目や活用方法の協議
・マップデータの作成
・土壌サンプリング規模、点数の検討
・進捗状況の現地説明会

10月～１月

・土壌サンプリング圃場地権者様
との調整

・弊社社員による土壌サンプリングの
実施
・自治体様専用モデルの作成
・進捗状況の現地説明会

１月～3月

・土壌分析結果の活用

・土壌分析解析結果のご提供
・自治体様専用モデルの作成
・活用方法等の研修会の実施
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